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柳津町の出来事（～３月初旬）

教育・文化功績者表彰

柳津町とお台場の子どもたちが交流

会津柳津駅舎 福島県建築文化賞優秀賞受賞

02

03

01２
月
３
日（
火
）、

福
島
市
杉
妻
会
館
に

お
い
て
、
教
育
・
文

化
功
績
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
西

山
小
学
校
緑
の
少
年

団
は
、
令
和
７
年
度

み
ど
り
の
奨
励
賞（
国

土
緑
化
推
進
機
構
理

事
長
賞
）を
受
賞
し
た

実
績
が
認
め
ら
れ
、

福
島
県
教
育
委
員
会

特
別
功
績
者〈
児
童
生

徒（
団
体
の
部
）〉と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

の
２
日
間
、
港
区
お
台
場
地
区

に
お
い
て
、
町
内
の
小
学
５
・

６
年
生
25
名
が
参
加
し
、
柳
津

町
と
お
台
場
地
区
の
交
流
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
東
日
本
大
震
災

後
か
ら
交
流
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
は
東
京
タ
ワ
ー
や
フ
ジ
テ

レ
ビ
湾
岸
ス
タ
ジ
オ
の
見
学
な

ど
、
お
台
場
な
ら
で
は
の
体
験

を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
増
上
寺
に
宿
泊
さ
せ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
貴
重
な
体

験
を
と
お
し
て
交
流
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

２
月
５
日（
木
）、
福
島
市
杉
妻
会
館
に
お
い
て
、 

「
第
４１
回
福
島
県
建
築
文
化
賞
表
彰
式
」が
行
わ
れ
、

会
津
柳
津
駅
舎
情
報
発
信
交
流
施
設
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
、
内
堀
雅
雄
県
知
事
よ
り
田
沼
祐
二
副
町
長
・

株
式
会
社
Ｔ
Ｉ
Ｔ
田
中
大
朗
代
表
取
締
役
・
滝
谷
建

設
工
業
株
式
会
社
田
中
智
仁
代
表
取
締
役
に
賞
状
と

副
賞
の
盾
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

３９
点
の
応
募
作
品
の
中
、
優
秀
賞
は
正
賞
・
準
賞

に
次
ぐ
表
彰
で
、
無
人
駅
舎
に
赤
べ
こ
工
房
等
を
組
み

込
み
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
観
光
の
核
と
し
て
機
能

し
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
、
地
方
に
お
け
る
駅
舎
再
生

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
町

で
は
、
平
成
11
年
度
の
や
な
い
づ
町
立
斎
藤
清
美
術
館

の
優
秀
賞
以
来
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

会
津
柳
津
駅
舎
情
報
発
信
交
流
施
設「
あ
い
べ
こ
」

は
、
柳
津
町
の
誇
れ
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
町
民
や

訪
問
者
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
受
賞
歴

・
２
０
２
４

　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

・
第
４５
回
東
北
建
築
賞
作
品
賞

　
（
小
規
模
建
築
物
部
門
）

・
第
３５
回
Ａ
Ａ
Ｃ
Ａ
賞

　
美
術
工
芸
賞

・
第
４１
回
福
島
県
建
築
文
化
賞

　
優
秀
賞
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100歳のお誕生日おめでとうございます04

２
月
１０
日（
火
）、
飯
塚
シ
ゲ
ノ
さ
ん（
湯
八
木
沢
）が

め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
２
月
１３

日（
金
）に
ご
自
宅
に
お
い
て
、
町
か
ら
賀
寿
並
び
に
祝

金
、
県
か
ら
は
賀
寿
並
び
に
木
杯
、
お
よ
び
町
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
賀
寿
並
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
お
幸
せ
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

『柳津町地域部活動』がスタート ～地域総ぐるみで子どもを育てます～06

中
学
生
の
発
達
段
階
に
お
い
て
、
部
活
動

は
、
連
帯
感
や
責
任
感
、
自
己
肯
定
感
な
ど
の

育
成
と
し
て
と
て
も
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。急

激
な
少
子
化
の
問
題
や
教
員
の
働
き
方

の
観
点
か
ら
、「
学
校
部
活
動
」を
、
地
域
全
体

で
支
え
る「
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
」へ
展
開
す
る
こ

と
を
進
め
て
い
ま
す
。（
令
和
４
年
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
公
表
）

令
和
７
年
に
は
、「
部
活
動
改
革
お
よ
び
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
等
に
関
す
る
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
新
た
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

〇
令
和
５
年
度
～
７
年
度
：
改
革
推
進
期
間

◎
令
和
８
年
度
～
10
年
度
：
改
革
実
行
期
間

（
前
期
）

◎
令
和
11
年
度
～
13
年
度
：
改
革
実
行
期
間

（
後
期
）

※「
地
域
移
行
」➡「
地
域
展
開
」へ
名
称
変
更
。

※
学
校
部
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
た
地
域
と

の
連
携
な
ど
、
地
域
の
実
情
等
に
応
じ
た

改
革
を
進
め
る
。

※
休
日
は
、
全
国
す

べ
て
の
公
立
中
学

校
に
お
い
て
、
改

革
実
行
期
間
内
に

地
域
展
開
の
実
現

を
図
る
。

【
検
討
会
議
の
設
置
】

国
の
動
き
を
受
け
て
、
令
和
４
年
度
か

ら「
地
域
部
活
動
の
運
営
に
係
る
検
討
会

議
」を
設
置
し
、
年
３
回
の
検
討
会
議
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
生
徒
・
保
護
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
踏
ま
え
て
、
令
和
７
年
度
に

地
域
部
活
動
の
試
行
や
、「
柳
津
町
地
域
部

活
動
推
進
計
画
」の
策
定
、「
啓
発
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
」を
作
成
し
ま
し
た
。

【
平
日
は
学
校
部
活
動
、

休
日
は
地
域
部
活
動
】

会
津
柳
津
学
園
中
学
校
は
、
部
活
動
の

意
義
を
踏
ま
え
て
、
部
活
動
全
員
加
入
制

を
と
っ
て
お
り
、
学
校
と
し
て
中
学
校
体

育
大
会
等
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
て
平
日
は
、
今
ま
で
通
り
学

校
の
先
生
と
部
活
動
を
行
い
、
休
日
は
、

地
域
の
指
導
者
と
と
も
に
活
動
を
し
ま
す
。

学
校
の
先
生
も
、
希
望
す
る
方
は
地
域
指

導
者
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
教
員
の「
兼
職
申
請
」に
よ
る
）

〇
地
域
指
導
者
の
謝
金
や
、
ス
ポ
ー
ツ
傷

害
保
険
加
入
経
費
を
町
で
負
担
し
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

※
指
導
者
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
等

で
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
生
徒
の
感
想
】（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
）

〇
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
た
：
８７
・
８
％

〇
楽
し
く
活
動
で
き
た
：
８９
・
６
％

〇
技
術
が
向
上
し
た
：
８８
・
７
％

〇
平
日
の
部
活
動
に
活
か
さ
れ
た
：
９０
・
９
％

～
主
な
感
想
～

◎
と
て
も
分
か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
も

た
く
さ
ん
も
ら
え
る
の
で
う
れ
し
い
。

◎
指
導
者
が
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
上
達

し
て
い
る
気
が
す
る
。

◎
地
域
部
活
動
に
な
っ
て
良
か
っ
た
。

【
今
後
の
方
向
性
】

今
後
の
生
徒
数
の
減
少
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
日
の
部
活
動
の
在
り
方
を

含
め
て
、
国
や
福
島
県
、
他
の
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
令
和
１０
年
度
に
見

直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

中
学
校
の
部
活
動
改
革

柳
津
町
地
域
部
活
動

各
種
情
報

《
国
の
動
き
》

《
町
の
動
き
》

柳津町地域部活動推進計画
URL：https://yanaizu.fcs.ed.jp/file/1992

柳津町地域部活動啓発リーフレット
URL：https://yanaizu.fcs.ed.jp/file/1993

部活動改革ポータルサイト（スポーツ庁）
URL：https://qr.paps.jp/ogF3

西山温泉芸能鑑賞会 西山寄席05

２
月
２５
日（
水
）、
せ
い
ざ
ん
荘
に
お
い

て
、
西
山
地
域
開
発
協
議
会
の
主
催
に
よ

る
西
山
温
泉
芸
能
鑑
賞
会
西
山
寄
席
が

開
催
さ
れ
、
約
８０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

西
山
の
分
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
田
部

先
生
が
代
表
の
笑
遊
一
門
会
よ
り
５
名
の

方
が
出
演
し
、
落
語
、
マ
ジ
ッ
ク
、
ス
コ

ッ
プ
三
味
線
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
せ
い
ざ
ん
荘
の
入
浴
と
休
憩
所

が
無
料
開
放
さ
れ
、
芸
能
鑑
賞
と
あ
わ
せ

て
温
泉
も
楽
し
み
ま
し
た
。
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地方創生伴走支援制度の柳津町への支援が終了しました

～ふるさと柳津とともに～ 東京柳津会

全国大会出場選手壮行会09

08

07

町
で
は
、
国
の「
地
方
創
生
伴
走

支
援
制
度
」を
活
用
し
、
町
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
国
の
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
知
識
や
職
務
経
験
を
活

か
し
、
市
町
村
が
抱
え
る
課
題
解

決
に
向
け
て
助
言
や
支
援
を
行
う

も
の
で
す
。
令
和
７
年
度
に
新
設

さ
れ
た
こ
の
制
度
に
は
多
く
の
応

募
が
あ
り
、
全
国
で
60
市
町
村
が

支
援
対
象
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
令
和
７
年
４
月
か

ら
支
援
が
始
ま
り
、
総
務
省
の
芳

賀
さ
ん
、
国
土
交
通
省
の
岩
渕
さ

ん
、
農
林
水
産
省
の
土
方
さ
ん
の

３
名
の
支
援
官
と
と
も
に「
森
林

資
源
の
活
用
」、「
除
雪
作
業
員
の

確
保
」の
２
つ
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
本

町
の
産
業
や
冬
期
間
の
生
活
を
支

え
る
う
え
で
重
要
な
課
題
で
す
。

支
援
期
間
の
前
期
で
は
、
除
雪

作
業
員
や
町
内
の
林
業
関
係
事
業

者
の
方
へ
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た

ほ
か
、
防
雪
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
、
森

林
公
園
な
ど
を
視
察
し
、
課
題
に

対
す
る
本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
後
期
で

は
、
課
題
の
全
体
像
把
握
と
分

析
、
モ
デ
ル
と
な
る
市
町
村
の
紹

介
、
活
用
で
き
る
補
助
金
の
案
内

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ

い
て
、
今
後
の
方
針
や
事
業
の
検

討
と
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

１
年
間
の
活
動
が
終
わ
り
、
支

援
官
か
ら
は
、「
町
の
職
員
を
は
じ

め
除
雪
作
業
員
や
林
業
関
係
事
業

者
の
方
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
柳

津
町
の
た
め
頑
張
っ
て
い
る
印
象

を
受
け
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
っ

て
欲
し
い
。」と
応
援
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
、
本
町
の
課
題
担
当
職

員
は
、「
事
業
が
よ
り
磨
か
れ
た
形

と
な
っ
た
。
他
の
職
員
に
も
支
援

官
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
広
め
て
い

き
た
い
。」と
述
べ
、
１
年
間
の
支

援
に
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

東
京
柳
津
会
は
主
に
関
東
圏
に
お
住
い
の
柳
津
町
出
身

者
お
よ
び
そ
の
縁
故
者
で
構
成
さ
れ
た
会
で
、
毎
年
例
会

を
開
催
し
、
ふ
る
さ
と
柳
津
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
会
員

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

２
月
２７
日（
金
）、
柳
津
町
役
場
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｏ

Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
２２
回
都
道
府

県
対
抗
全
日
本
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

に
出
場
す
る
会
津
柳
津
学
園
中
学
校
２
年
の
三
宅
羚

央
奈
選
手（
黒
滝
）の
壮
行
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
宅
選
手
は
、
昨
年
１２
月
の
選
抜
選
考
会
に
参
加

し
、
フ
ァ
ー
ス
ト
と
し
て
福
島
県
代
表
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
県
代
表
と
し
て
の
選
出
は
、
昨
年
に
続
き

２
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

本
大
会
は
、
３
月
２７
日（
金
）か
ら
群
馬
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
会
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲写真前列（左から）　土方さん、芳賀さん、柳津町長、岩渕さん、柳津町副町長

３
月
８
日（
日
）に
は
、

都
内
で
例
会
が
開
催
さ
れ
、

小
林
町
長
、
齋
藤
町
議
会

議
長
、
天
野
商
工
会
長
、

山
内
観
光
物
産
協
会
長
が

来
賓
と
し
て
出
席
し
、
町

の
近
況
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

現
在
、
東
京
柳
津
会
で

は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
会
希
望
ま
た
は
ご

家
族
等
で
推
薦
し
た
い
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
東
京
柳
津
会

　
副
会
長
兼
事
務
局

　
渡
部
能
理
雄

　
℡
０
４
８
－
８
８
６
－

　
　
８
３
４
６



美術館通信 YANAIZU NEWS LETTER

09 08

No.60
2026.4

No.60
2026.4

イラスト　青山ひかり
編集 井上　柊

次回展

あーとてらす de モヤッとーく
ー今ちょっと、話したいことー

新企画！

春からも！

4 月 12 日（日）10：00～11：30

「AI に愛はあるのか」
参加費無料・当日受付
定員：10名

生成AI が普及し、AI が作成したイラストや
動画が見慣れつつある今。
その違和感や面白さを共有すべく、
1回目のモヤッとーくを開催！
お気軽にご参加ください。

日曜美術部

4 月 19 日（日）
①10：00～11：30
②14：00～15：30

参加費無料（入館料別途要）

当日受付・各回 10 名

「やないづ散歩」

斎藤清の作品をお話ししながら鑑賞
して、美術館周辺をお散歩しませんか？
途中参加・退出OK！

清サポーター
募集中 !

清サポーターって？
　斎藤清美術館では、あらゆる年代の方が美術に
楽しんでいただくために、ワークショップやイベ
ント、鑑賞会などを開催しています。
　斎藤清や美術に関心がある方、人と交流が好き
な方、ぜひ清サポーター（ボランティアスタッフ）
として活動してみませんか？
　気になる方は、お気軽にお問い合わせください。
ご応募お待ちしております！

お問い合わせ
電話 :0241-42-3630
メール :rinji2@town.yanaizu.fukushima.jp

応募条件
・斎藤清や美術に関心がある方、人との交流が好きな方
・メールでのやりとりが可能な方
・年齢問わず

応募方法
美術館HPもしくはQRコード申込▶美術館での面談

申込フォーム

Instagram

YouTube

X

YouTube

4.11~5.31  /  6.6~7.20

ーふくしまデスティネーションキャンペーン企画ー

取材地を訪ねる旅
～斎藤清が見た景色をもう一度～

4月 11 日（土）10：00～
要予約（先着順）
参加費：2000 円（観覧料・昼食込み）
お問い合わせ＆お申込みは、奥会津観光へ！
（電話 :0241-42-2244）

斎藤 清 と 柳津

学芸員によるギャラリートーク
4月 12日（日）・26日（日）各 14:00～

（40分程度）

あなたの地域の “民生児童委員・主任児童委員”10

２
月
２０
日（
金
）、
民
生
児
童

委
員
感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
１２
月
の
改

選
で
、
１０
名
の
方
が
任
期
満
了

に
よ
り
ご
退
任
さ
れ
、
町
か
ら

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
年
以
上
で
退
任
さ

れ
た
方
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
感
謝
状
と
全
国
お
よ
び

県
民
生
児
童
委
員
協
議
会
よ

り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。永

年
に
わ
た
り
地
域
福
祉

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

猪
股　
　
　
勝（
１０
期
・
３０
年
）

岩
佐　
偉
智
子（
４
期
・
１２
年
）

小
林　
テ
イ
子（
２
期
・
６
年
）

新
井
田　
惠
子（
２
期
・
６
年
）

小
島　
久
美
子（
２
期
・
６
年
）

星　
　
ト
キ
ヨ（
２
期
・
６
年
）

白
井　
　
康
博（
１
期
・
３
年
）

横
田　
ト
シ
子（
１
期
・
３
年
）

伊
藤　
ム
ツ
子（
１
期
・
３
年
）

鈴
木　
　
俊
子

（
１
期
・
１
年
２
月
）

民生委員・児童委員は、地域の「民生委員児童委員協議会」に所属し、地域の実情に合わせて福祉に関する
幅広い活動を行っています。担当する委員は、「広報やないづ１月号」に掲載しています。

地域住民である皆さんと同じ立場で相談にのり、必要であれば補助制度や子育て支援サービスを受けられ
るよう、関係機関へつなぐ役割を果たします。詳細は、お問い合わせください。

民生委員・児童委員 主任児童委員

身 分 厚生労働大臣から委嘱された特別職の地方公務員（非常勤）

報 酬 等 ボランティアとして活動するため給与はありません。
ただし、必要な交通費・通信費・研修参加費などの活動費（定額）は支給されます。

活動内容 特定の区域を担当し、高齢者や障がいがある
方の福祉に関すること、子育てなどの不安に
関する様々な相談・支援を実施

特定の区域を担当せず、地域の児童福祉に関
する機関と連携を図り、区域担当の児童委員
の活動をサポート

活動事例 ・担当区域の高齢者や障がい者のいる世帯、
児童・妊産婦・母子家庭などの状況把握（家
庭訪問や地域での情報収集など）

・ニーズに応じた福祉・サービスなどの情報
提供

・支援が必要な方の様々な相談に応じ、助
言・児童の登下校時の声かけ、パトロール
活動など

・市区町村、福祉事務所、児童相談所や保健
所、学校と区域担当の児童委員・民生委員
との連絡調整

・民生委員・児童委員の活動に関しての相談
など

出典・引用：政府広報オンライン「ご存じですか？地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」」

問　町民課住民福祉係　℡０２４１−４２－２１１８



柳津町からのお知らせ
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令和８年経済センサス活動調査が実施されます 引き続きごみの減量にご協力をお願いします03 01

自衛官募集のお知らせ04
自衛隊では、次のとおり自衛官を募集しています。受験を希望される方はお申し込みください。

※技術曹の国家資格等は、部門によってさまざまな資格等が該当します。詳細は、自衛官募集Ｗｅｂサイト
をご覧ください。

申□・問　自衛隊福島地方協力本部　会津若松出張所　℡０２４２－２７－６７２４
　　　　〒965－0825　会津若松市門田町大字黒岩大坪57－1

募集種目
技術曹

（陸上・海上・航空自衛隊）
一般曹候補生

（陸上・海上・航空自衛隊）
幹部候補生

（陸上・海上・航空自衛隊）

資 格
※20歳以上の者で　　　
　国家免許資格取得者等

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は採用予定月の末日
現在、33歳に達していない者）

20歳以上33歳未満の者

受付期間 令和８年３月１日～５月15日 令和８年３月１日～５月７日
①令和８年３月１日～４月３日
②令和８年４月22日～６月５日

試験期日
陸：令和８年６月８日・９日
海：令和８年６月12日または15日
空：令和８年６月15日

１次
令和８年５月16日～５月24日

（いずれか１日を指定）

①１次：令和８年４月１日
②１次：令和８年６月13日

合格発表 令和８年７月23日 １次：令和８年６月４日
①１次：令和８年５月21日
②１次：令和８年７月16日

経済センサス活動調査は、令和８年６月１日現在、すべての事業所・企業が対象で実施されます。国ま
たは調査員から、４月から５月にかけて、対象となる事業所・企業へ調査票をお届けします。

回答は、便利で簡単なインターネット回答をおすすめしており
ます。

この調査の結果は、国や地方公共団体における産業振興施策や
雇用対策、地域経済分析などの基礎資料として活用されます。

皆さまの調査へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

問　みらい創生課みらい創生係　℡０２４１－４２－２４４７

ごみ処理の現状について
町では、会津若松地方広域市町村圏整備組合に加入し燃やせるごみの処分を実施しており、令和２年度

から令和７年度までの期間でごみ減量の計画を策定し、減量化のお願いをしてまいりました。皆さんのご
協力によって順調に減量されておりますが、引き続き減量へのご協力をお願いいたします。

未来を担う世代へ
ごみ処分にかかる費用を減らすことができれば、他の事業に財源を利用することができます。未来を担

う世代に住みよい生活環境を引き継ぎ、持続可能なごみ処理体制を維持していくためにも、新焼却施設の
目標値が無い場合でもごみ減量の取組は必要です。

可燃ごみ減量化目標と実績について
整備組合の新焼却施設の目標にあわせ、減量に取り組んできましたが、柳津町の

令和６年度可燃ごみ排出量は744トンであり、最終目標値679トンには達していな
い状況です。今後、より一層の減量が必要となります。町でもごみの焼却ができな
いような状態にならないよう準備を進めておりますので、町民の皆さんにも引き続
きのご協力をお願いいたします。

ごみ減量化で特にご協力をお願いしたいポイント
●紙ごみなどのリサイクル推進

段ボール・新聞・雑誌やティッシュ箱など古紙としてリサイクル
できるものやプラスチック類の分別を徹底しましょう。

●生ごみの減量
食品ロスが発生しない工夫や生ごみの水切り、生ごみ処理機の活用などにご協力ください。

●古着や食器類などの回収を活用
古着などリユースできるものは、ごみに出さず古着回収をご利用ください。

問　町民課保健衛生係　℡０２４１－４２－２１１８

広報やないづ発行号数の訂正について02
これまで発行しておりました「広報やないづ」の号数について、平成17年11月号（No.442）以降、実際の

号数より10号多い表記となっていたことが判明しました。
今月号より正しい号数に訂正いたします。

問　みらい創生課みらい創生係　℡０２４１－４２－２４４７
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県立宮下病院からのお知らせ06
高齢者の不眠対策  　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　内科　小野 正博

高齢になると夜間の睡眠時間は短くなり、早寝早起きの傾向になります。必要以上に長く床で過ごすと、
かえって不健康になると言われています。目安として、65歳の平均睡眠時間は6時間くらいです。日中は活
動的に過ごし、昼寝は30分までにしましょう。午後3時以降はお茶やコーヒーなどカフェインの入っている
飲み物を飲まないようにしましょう。生活習慣を見直しても改善しないときは、医療機関へ相談を検討して
ください。

求 人 者 名 株式会社東北装美　会津事業所 有限会社佐々木電機商会
勤 務 地 坂下厚生総合病院（会津坂下町） 柳津町
職 種 清掃員 電気工事
雇 用 形 態 アルバイト・パート 8：00～17：00（7.5H）日数応相談 ①正社員　②アルバイト・パート
雇 用 期 間 期間の定めなし 期間の定めなし
応 募 資 格 年齢65歳まで（定年）（応相談） 高卒以上／資格不問

給与・賃金等 時給　1,050円～ ①正社員 月給　200,000円～
②アルバイト・パート 日給　9,000円

福利厚生・
待 遇

雇用保険制度／労災保険制度／健康保険制度
厚生年金制度／転勤なし／各種補助金制度あり

雇用保険制度／労災保険制度／健康保険制度
厚生年金制度／退職金共済加入

休 日 休 暇 シフト制（応相談） 土日祝休み（土曜日は隔週（第2、第4土曜）休み）
問 合 先 ℡０２４２－２６－２７１７　穴澤 ℡０２４１－４２－２００８　佐々木

求 人 者 名 明光ビルサービス株式会社

勤 務 地 ①柳津町（柳津西山地熱発電所）※週３日　　　　　　
②三島町（東北電力㈱只見川ダム管理事務所）※月１回

職 種 清掃員

雇 用 形 態 アルバイト⎰ ①柳津町：週３日（月・水 ７：30～14：30／金 ７：30～9：30）
・パート　⎱ ②三島町：毎月１回（第１土曜日 ８：00～16：00）

雇 用 期 間 随時～１年毎に更新
応 募 資 格 年齢不問／学歴不問／普通自動車免許（必須）※車通勤必須
給与・賃金等 時給　1,200円
福利厚生・待遇 労災保険制度／産休育休取得事例あり／転勤なし
休 日 休 暇 勤務日（毎週月・水・金曜日、毎月第一土曜日）以外
問 合 先 ℡０２２－２２１－８９３３　若松

令
和
８
年
５
月
下
旬（
予
定
）か
ら
、

防
災
気
象
情
報
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

特
別
警
報
や
警
報
、
注
意
報
は
、
災

害
に
直
結
す
る
名
称
に
変
わ
り
ま
す
。

「
警
戒
レ
ベ
ル
」と「
災
害
名
」を
用
い
る

こ
と
で
、
ど
ん
な
災
害
が
ど
れ
だ
け
迫

っ
て
い
る
か
直
感
的
に
わ
か
り
ま
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
新
し

い
情
報
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
警
報
を
補
足
す
る
情
報
は
、

緊
急
性
の
高
い
内
容
と
今
後
の
見
通
し

を
伝
え
る
内
容
に
分
け
て
、
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

詳
細
は
、「
新
た
な
防
災
気
象
情
報
」

の
左
記
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

https://w
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シ
ニ
ア
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
カ
レ
ッ

ジ
と
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
地
域
活
動

団
体
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座

で
す
。
団
体
の
運
営
方
法
や
パ
ソ
コ

ン
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
開
講
期
間

令
和
８
年
７
月
24
日
～
12
月
11
日

（
月
２
日
、
延
べ
12
日
間
）

■
場　
　
所

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
会
津
若
松
市
城
東
町
14
－
52
） 

他

■
受
講
料

年
額
２
，
０
０
０
円

■
応
募
締
切

令
和
８
年
６
月
３０
日（
火
）※
先
着
順

申
・
問

公
益
財
団
法
人
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

℡
０
２
４
－
５
２
３
－
２
１
３
１

※
各
求
人
情
報
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気
象
庁
の
発
表
す
る
情
報

が
新
し
く
な
り
ま
す

シ
ニ
ア
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
カ
レ
ッ
ジ
令
和
８
年
度

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

01

02

詳細は
コチラ

柳
津
町
内
企
業
等

求
人
情
報
一
覧

03

紙
面
の
都
合
上
、
最
近
受
理
さ
れ

た
企
業
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
次

の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳細は
コチラ

山火事に注意！！05
山火事は空気が乾燥し、草木が芽吹く前の春先に多く発生しています。
燃えてしまった森林を元の姿に戻すのは多くの時間が必要です。

・枯れ草等のある場所では、たき火をしないこと
・強風時および乾燥時には、たき火、火入れをしないこと
・たき火の場所を離れるときには、完全に消火すること
・たばこの吸い殻は必ず消すとともに、
　　　　　　　　　　　　　　　　投げ捨てはしないこと
・時期に限らず火遊びをしないこと

もし、山火事を起こしてしまった場合には…
はじめは火が小さくとも、山火事の火は回りがはやく、いつのまに

か火に囲まれ逃げられなくなってしまいます。
無理して自分だけで消そうとせず、安全な場所へ避難して「119番

通報」しましょう。

問　火事・救急・救助は１１９番へ！
　　会津坂下消防署柳津出張所　℡０２４１－４２－２１５０

山火事を起こさないため、次のことを注意しましょう。
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ご寄附（２月分・敬称略・掲載可能者のみ）戸籍の窓（２月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）

有料広告を掲載しませんか？
町では、「広報やないづ」および「柳津町Ｗｅｂサイト」等

への有料広告を募集しています。
掲載を希望する場合には、下記までお問合せください。

問   みらい創生課みらい創生係
　　℡０２４１－４２－２４４７

4月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）
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日 月 火 水 木 金 土
3／29 3／30 3／31 1 2 3 4

入所式／柳津保
育所

健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

春の防火パレード
／町内（午前中）

5 6 7 8 9 10 11
小・中学校入学
式・第１学期始
業式

健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

昭和村国保診療所
（昭和村）
℡0241-57-2255

12 13 14 15 16 17 18
健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

授業参観・PTA総
会・懇談会／柳小
授業参観・PTA総
会・環境整備作業
／西小

第９回あいづやない
づモダン駅フェス／
会津柳津駅前広場

（10：00～20：00）

星医院
（会津坂下町）
℡0242-83-2136

19 20 21 22 23 24 25
乳児健康相談／
銀山荘（9：30～）

健幸クラブ（西山）／
ゆきげ館（10：00～）

圓藏寺茶会2026
（10：00～15：00）

金山町国保診療所
（金山町）
℡0241-54-2031

26 27 28 29 昭和の日 30 5／1 5／2
柳津町消防団消
防操法教育訓練
／銀山荘駐車場

（午前中）

授業参観・PTA
総会・懇談会／
中学校

健幸クラブ（柳津）／
ふれあい館（10：00～）

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）
℡0242-83-3125

吉川医院
（会津美里町）
℡0242-56-3358

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下
病院は、当日は通常診療は行わず、急患の方
だけを診察いたします。また、救急告示病院
ですので、当番日以外でも急患の方は診察い
たします。

※各医院の都合により、当番が変更になる場合
がありますのでご了承ください。

■柳津小学校へ

ご遺志

田　﨑　正　人　（石　坂）

■会津柳津学園中学校へ

ご遺志

田　﨑　正　人　（石　坂）

■町社会福祉協議会へ

ご遺志

田　﨑　正　人　（石　坂）

4月の納期限は4月30日（木）です
【口座振替引落日：4月27日（月）】

柳津町は納税完納推進の町です
納税により、皆さんの暮らしが成り立っています。
納期限内に納めましょう。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
問   総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

固定資産税 １期 総務課税務係
℡０２４１－４２－２１１３

軽自動車税 全期 総務課税務係
℡０２４１－４２－２１１３

住宅使用料 ４月分 建設課建設係
℡０２４１－４２－２１１７

農集排・林集排・
簡易排水使用料 ４月分 建設課上下水道係

℡０２４１－４２－２１１７

■ご逝去

田　﨑　正　喜 98 （石　坂）

柳津防災行政情報アプリ
（左 Android、右 iOS）

柳津町防災
行政メール配信

柳津町公式
LINE

柳津町公式
インスタグラム

広報誌配信アプリマチイロ
（左 Android、右 iOS）

柳津町のアプリ・SNSをぜひご利用ください！



地域おこし協力隊通信

自然にとけ込むアウトドアを中心に活動中！

氏　　名：斎藤　吉生
着任時期：令和７年８月
出 身 地：埼玉県
活動内容：自然環境を活かした地域活性化

自己紹介

▲

活動内容

協力隊員プロフィール

町内で活動する地域おこし協力隊の取組を紹介するコーナー「地域おこし
協力隊通信」。協力隊員の活動の様子や地域の皆さんとの交流、日々の想い
などを、お届けします。
柳津に新しい風を運ぶ協力隊の姿に、ぜひご注目ください！

こんにちは、「自然環境を活かした地域活性化」という任務を担
当しております、地域おこし協力隊の斎藤吉生と申します。
柳津町に移住する前は埼玉県に住んでおり、二地域居住の候補
先を探していました。町を知るきっかけは、オートバイでのイベント
参加を通じてですが、当初は町名すら読めず、赤べこ発祥の地であ
ることも知りませんでした。移住してから約半年があっという間に
過ぎてしまいましたが、定住に向けた準備はこれからが本番です。

YA N A I Z U

vol.6

活動レポート

「自然環境を活かした地域活性化」を担当し、トレイル、サ
イクリング、スノーシューなどで自然環境に触れるためのア
クティビティを中心に活動しています。これまでの期間は、
自然ガイド資格のための学習やサイクリングに特化したガイ
ド養成スクールへ参加するなど、知識・技術の習得に努めて
きました。降雪期にはスノーシューやかんじき体験を実施
し、年間を通しての活動を行っております。

▲

これからのこと
柳津町には、圓藏寺や只見川にま
つわるお祭りなど、多くの魅力的な
行事があります。これまでとは違った
視点で町に足を運んでいただき、体
験・参加型のイベントなどを通して自
然環境に親しんでいただける機会づ
くりに努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。
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